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親鸞に於ける宗教体験の展開

－人間形成の理念への探究－
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所謂新教育が叫ばれ始めてから鼓早や数ヶ年の歳月

が流れ、それは今や借りものでなくて、ほんとうに日

本人自身の着物になろうとしている○併しいざ自分の

着物にして、それに依って24時間の生活をしようとす

れば、まだまだ吾々のからだに合わない所が出て来る

隙である。その一つに宗教的情操の陶題がある。即ち

デモクラシFでは人間相互の人格を昏買して、その上

に基本的人樺を主張する。ところがこの基本的人権な

るものは如何なる場合にも無條件にみたされるとは限

らない。寧ろ自己の自由と他人のそれとが衝突し、自

己の幣制と他人のそれとが楷剋する場合が多い。そこ

でデモクラシーではこの相剋を緩和する方法として相

、E理解（Ml－tlmlRecognitlitJn）と、絶えざる再的整（Rea－

djHStlllellt）を説く。併しこの相互理解や再調整で問題

が解放出乗るのは、凡ての八が或程度まで豊かに自由

に生活出来る時の事であって、ぎりぎりの娘まで行っ

た時即ち絶対絶命の危機に立ち至れば、こんななまや

さしい事では曲題は解放されない。そこには人間性の

奥底を徹見し、それに根ざす心肺え、生活態匿が必要

となるであろう。これが所謂宗教的情操の陶題である

と私は思う。デモグラシFがもし宗教的情操に真づけ

られないならば、それは余りにも世間を欒観し人闇の

葺意に頼り過ぎた．あまいオプティミズムに堕してし

まうであろう。そして又この事はアメリカのデモクラ

正　　一

シヘーの直にキリスト教精神が如何に張く脈動している

かを見れば自ら実証されるであろう。即ち吾々がデモ

グラミ／【という上衣だけをもって来て、そのチョッキ

に当る宗教的情操を忘れたならば、日常生活の着物に

ならないのは当然であろう。教育基本法に宗教的情操

が強調されている所以もこゝにあると思う。民主的人

間が吾々の理想的人間像である革はいうまでもない

が、それと共に、否それ以前に宗教的情操の豊かさが

又人間形成の理念となるべきではなかろうか。戦後少

膏雫の犯罪が著しく培加し、今や道徳教育の問題がや

かましくなっている。これはアメリカに於で1929年に

端を発したパニックに依る社会不安に対して教育が何

等なすところがない、と批難された状態に似た所があ

ると思われる。そしてこの道徳教育の問題は客体即ち

環境社会の面から考へると、一言に社会性の活考の開

題となり赴会科の霧要な任務がそこに見出されるが併

し之を書体性の側から眺めると、この宗教的情操の問

題がクローズアップされるであろう。そして人間の凡

ゆを行儀ほ、究極は書体の意志であり、茸任であると

すると宗教的情操は道徳敵背の中心的拉軌こ立たされ

る等になる。

ところがさてこの宗教的情操とは何か、という都に

なれば仲々難しい間置である。そして之については古

今東西に亘って色々の人の所課があるから、それ等を

批判し総括して営々の見解を立てる事も可能であろう

が私はこゝで一つの典型的ケ「スとして我国の偉大な

宗数人親鸞の宗教的体験う；如何なるものであるかを示

す革に依って、宗教的情操の本質に迫りたいと考えて

この小論を逸べて見たいと思う。その目的は営々教育

に携わっている者の自己形成に賛すると共に、文机教

育者の人間形成への理念の探究に刻する鑑叢的基礎を

見出さんが居に列ならない。

第1節　第二十随への廻入（宗教体験か過程）

l・蟄　昔　桂　心

そもそも人間に宗教心を起させるものは現在の生活
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に於ける何等かの不満、悩み、精薄的不安定であるこ

とは否定出来ないであろう。そして斯る不安定のうち

でも八蘭の生活を猥抵から還り動かし，否應なしに底

無しの深淵をのぞかせるものは河と云っても人尚の有

限性を加賀に示す死であろう。まことに死の不安こそ

は人をして宗教体険に入らせるところの典型的機縁で

あろう。釈迦の出哀入山の央機をなしたものも矢張り

死を中心とする四苦であり、夢鸞とほほ同時代に於て

両も或る意味では波と苅庇的立場にあった道元の発菩

提心も幼くして父母を失うという残の衡撃であ∵ニた。

4才にして父を失いし8才説もある）8才にして母を喪っ

た親鷺は助にして人生衷大の悲劇にあい、9才で伯父

範綱に伴われて慈円の下に剃髪綜麗し、窓々求広の第

一歩を踏み出したのである。

ところがこの雄にして措辞の不安定を何等かの形で

克服せんとする末法は実は低次の克菩提心に外ならな

い。何故ならばこの様な自己一身の安心立命を求める

だ：ナの宗教体晩は純注視的のものであって、未だ利己

的立場に過ぎないからである。自利の立場に立った幅

作悌心に叶ならないからである。親鸞以前の卒夏期に

於ける浄土願生者、特に期薔諸宗の文政下にあって、

ひそかに虹生浄土を求めた人々の底にはこの威な低次

の菩擬心、即ち遠離薗土、欣求揮土の現実逃勘的色彩

が濃厚であったのである。併し乍ら義夫の求正賓は到

底この疎な低次の営提心に止まる事は出賂7まい。そこ

で披等は単なる個人の安心立命ではなくして、同じ苦

しみに苦しみ同じ悩みに悩むところの一切の人筒を救

いたいと念願するに至って、さきの自己中心的な菩捉

心は一蹄して利他教化の大悲酎となるのである。是が

即ち淀衆生心である。であるから男鷲も「往生論詰」

（糞鸞著）の文を引いて「売上菩提心は即是炉作帰心

なり、炉作彿心は却是掟衆生心なり筐衆生心は郎是衆

生を覇坂して首僻の国土に生せしめる心なり」と速べ

斯る薯魔心は「自身の馬に講の嚢を深めざる」清浄心

であって「薯し身の馬に楽を求めば却菩提に還しなむ」

（以上「数行信正」信巻及び化巻）といましめている。

それではこの様な無上菩提心を通して叡山に天台の玄

風を訪れた親鸞は果して何を得たであろうか。

狂　定番散毒の性格

吾々の人面生活には三暦の類型が見出されると思

う。即ち自然的生活、文化的生活、宗教的生活である。

第一の自∴曇的生請に於てほ生活封椒ま飽くまでも自我

を堅持し、その対象一切をこの自我畢現の手段にせん

とするものである。従って対象は凡て物であ∵ニて主体

の欲求満足の矧こ使われるのである。そしで主体は自

己寒現の馬に繕えず新しい物の世界を環めて行く。是

は丁度自我を中心とする円が無限に周辺を拡大し乍

ら、両も刻々中心に向って収欽しつゝある様なもので

ある0そして叉この手段化の方法は何等の媒介をも経

ないで直接に対象に襲いかかり之を慎い蕊そうとする

ものである。

併し人向は撃に物の世界にのみ伍するのではない。

対象が物である限りは自己具現に対する抵抗は現われ

ないが、対象が物でなく他我である諒になると自我は

大きな抵抑こぶつ㌘かる。即ち軋我は自我に依る手段

化を許さないのみでなく自我そのものをもそれの自己

具現の契機にしようとする。こゝに自我と虹我との無

惨龍斗等、触剋の場面が現且する。そこでこの味な直

接衝突を良和する寓の役員をするのが文化の世界であ

り自我と虹我とは勘玩な文化の世界を適してl瓦級に作

用するに過さなくなり、柚剋は一風回避される。さき

に序論で速べた相互毯解とか再掬整とかはこの世界に

於での事柄である。ともかくこの猿にして文イLの世界

に依って胞実は一族迫けられるが点し自我はそこにと

どま年祖にい。即ちやがてはその扱衝地韓をも塩いつ

くしてしまって自我と他我とは直接交渉に入り、路に

は他我の壊滅を適して自我そのものをも無に駁してし

まう蓮命をもっている。走は‾J選二箇の円が且にその

周辺を拡大して、路に鮎の円の中心さぇも自分の中に

併呑L，雨もやがては眉分の円の中心そのものをも見

失ってしまう　し無限大の円では至る所が中心である）

薩なものである。文化のせ鼻に於ては自我と他我とは

共通は文化対象をもちそこで両右は結合しているので

あるが、併し一方に於ては各i体は自由創造の画即ち

作出面に於て無底の淀欄を隔てて対立している○即ち

対象両で結含し乍らも作用誠で料I．絶しているのであ

る。従って対象が作用に依って遺されてしまうとそこ

に必湖勺に穐剋が惹起する。そこでこの様な対立枯剋

を赴けんが虜に自己査定の退癖が行われる。併しこの

自己査定も自己と相対的よ他我への服従である限り、

そこには絶大胡勺自己缶定は無くて、単に部分的な又は

程度的な自己む定に依る一時的な、又は皮相的な日常

性の倫理が生ずるのみである。即ちこの様な自己の否

定は自我の絶対か定に依る地裁への絶対的坂供ではな

く、換言すれば碁三の宗教的生でないから、それは自

己を一時的に又は一部的に否定する卦に依ってより大

きな自我を薬現しようとする所の自利的方位的のもの

に過ぎほい。定義も敬重もこの掠な文化のせ昇に於け

るものであり、従ってそれは絶対的のものではあり得

ない。即ち胞位の辞的弼照としての定義も、文その動

的発現としての散華も共に「すえとをりたる」r薪男

抄）葺ではあり得ないわけであり、又「悪性さらにや

めがたし、こゝろは蛇鳩の如くなり、修巷も甜竃なる

ゆへに、虚仮の行とぞなづけたる」（愚禿悲嘆述懐和
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讃）と嘆じ、文「二極功掛目頁0、一は早漏の心より

生じて法性に傾せず、所謂凡菜人天の諸葺、人天の果

報若しくは困、若しくは果、皆是顧倒す、皆是虚仮な

り、鞄こ不実の功紐と名く」（数行信証化巻）と論詔の

文を引いて争漏の善をおとしでいる所以である。

服　根本無明の自発

男鷲はさきにも遁べた椋に9才で出家したのである

がそれから29才掛こ弦∴曇の門を吾水にたたくに至るま

で2C軍蘭の叡山に於ける血のにじむ諒探求走の過程に

於て究め粛したものはこの定善散善の性楯であり、文

この定喜散善をして不得底に畢らしめる所の人転載宿

命ともいうべき桜本我執であった。そしてこの椴本我

執はそれを査定せんとする努力が掛ナかば現し程ます

ます強くなるのみでなく－果てはそれを否定せんとす

る所の意志そのものをも菜放し焼き遭さんとする所の

人鯨のカをもってどうにもならない宿業的のものであ

ったo「無胎よりこのかた一切新生海無明海に正極し、

諸事輪に沈迷し衆苦甑に暫時せられて・・‥・・一切凡小一

鄭時の中に貪愛之心常に騒く善心を汚し、隕博之心常

に能く法財を焼く。急作急伍して頭齢をはらふが如く

すれども来て牡竃轢修之善と名く、亦鹿臨自偶之行と

名く、眞異の菜と名けざる也」（敏行信証信奄）といっ

ている床に無限の過去から脊負っている棍本我執は時

に應じ所に即して、或は責眩痴となって現れ、或は又

慢疑悪兄と妾を変えて一切の清輝心をその棍抵からく

つがえしてしまうのである。徳のある人は飴にほこり

才のある人は才をたのむ所に入陽生活の如実の姿がう

かがわれるのである。凡ゆる努力とあらん限i）の勇猛

心を阪い逸して自己の我執を否足し石足し遺した極に

狗且つ硯わjLる倣蝿という嘉の華に依って一挙に部落

に顧落してしまうのが人間のすがたである。「外に賀

葺隙蛙の相を現し乍ら、内に虚仮を懐く」（敢行信託

信巻）のが凡夫の眞椙である。この様な我執は人間の

行届に舛から附加される偶然的な要素ではなく、恰も

動く舷が必然に没を伴う様に入間の行馬に必点的に件

’われ如何ともなし稚いものである。「久遠劫よりいまま

で泥棒せる苦悩の旧里はすてがたく」（教具沙）と親鸞

が戴いている様に無姶無終に人間につきまとう宿糞な

のである。

斯くて一切の人間的努力が全く無意味である尊を悟

り「自身は現に是罪感生死の凡夫囁劫よりこのかた骨

に接し常に糀韓して出慨之撼ある事こと無し」徽行信

謙信巻）「いづれの行もをよぴがたき身なれば、とても

地類は一足すみかぞかし」（歎異抄）と自覚するに至っ

た時、即ち一切の文化的生を紀袖こ否定して、無底の

深淵にまっしぐらに顧落して行く自己を見出す喝にこ

そ、その虚無の漸塙に於て僻の声を聞く事が始めて可

舵になるのである。即ち宗教の第一歩は自己が絶対に

救われ得ないものであるという自覚であり－宗教凱救

済は直放射妃介声見われるのではなくて、厳木無明の

自覚に依り自己の絹司査定，杏文化的生の絶対否定を

娘介にして始めて可能なのである。

親戚が「是非しらず、邪正もわかねこのみなり、小

慈小恋もなけれども、名利に人的をこのむはり山正傑

末和裁）と告白するのを見る時それは暫てソクラテス

がi自分が也山人より掛、のは自己の無知を則ってい

る点たけた」（シユダエ【グラp西洋哲学史、岩扱文庫

本∴）L頁）といつ7このに比較して止ると典昧扱い。即ち

ソクララスにあっては自己は自らの無知を知るが故に

1也よりも長であり、旭の鮎と／よる自良をもっている。

併し説魅にあっては人師とはるべき負路をもも足して

自己山元、巴ila這を塊わしている。従ってこの二人の人

の言葉は道徳と宗教との差異、その袈次元性を如矢に

哀しているといえよう。まことに親風がl定散の自心

に込いて金剛砂屈庵に督L」し敏行伝証伝亀序ノと袈ず

る疎に定紋の自伝立粗相こ山足し、－一塊を放1こして心

を虚しくし7こ勘にのみ宗故山休出は吋正にはるのであ

るoiかまへて学生沙汰」を笛さザl慮舶こ！よりて仕生

す」し束蛤迦）る所以である。西田軋ヒも1追録J泊己

があるといふことは自己を不元金として何処まで他項主

感を求める車であり艮心が鋭くは4Lはなる程自己を盛

と応ずるのである。かかる4肩を越えて眞に自己抄録

底を元るには宗欲動船底に人らなけjLばなら／よい、廠

舷酌に自己を2淀することによって自己の奴抵を知る

のである」（一般為の日産的体系、∠ム真）とヱ．われて

いる諒に良心ル働きは結局追加勺に救われない自己を

知る事であり、走からの暇胞は自己の地裁出足を媒介

にした宗教的解脱にならざるを綜ないのである。

舶　数滴の成立

宗教へ山道は前に適べた板に文化的世界に於ける迫

徳の立場を一歩一歩憂りつめて到達されるのではなく

て、一切のせ応的義を悉く放菜し、文1L的也値を包足

し遺した後に現れる益の立場に於て始めて可随にな

る。「墳悩具足の凡夫、火隼無常の世界はよろづのこ

と、みなもてでらごとたわごとまことあることなし」

（教具抄jと一也の文化的存在の中に根本無明を認め、

これを直接に詣わば向上酌に克服する道が無い轟を知

って、絶望の涜職に墜落する時始めて絶対嘉の救いに

あずかるのである。であるから文イL的世界に於ける道

徳の立場が向上への道を辿るとすjLは、宗教への迫は

射る文化的世界を絶袖二百足して底無しの深淵に向下

的に覿蕃する所に山元舶；あるといえよう。夢き酎こ於

ける憩入正機という匙道蜘勺思想や「親鸞ほ父母の孝

義のためとて－速にてヰ急伸まうしたることいまださ
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ふらはず」（教範抄）という超人倫性や「よしあしの

文字をもしらねひとはみな、まことのこゝろなりける

を、蔓意の字しりがはは、おほそらごとのかたちなり」

（正博末和讃）の超文化性はこの様な皆轟の世界に現わ

れるのである。勿論之等；ま反道徳、反人倫、反文化を

意味するものではなくて、より深い足場に立つ道徳こ

そほんとうに「すえとをりたる善」になるのであるが

之については後節に護る。

それではこの様にして熊鷹の漸加こ軒落して行く自

己を再び浮び上らせる可鮮性は何哩にあるであろう

か。之が即ち絶句者との遭過に彗ならないのである。

自らの背後に無限の光明を背負う僻との遭癌である。

自我の一切をあげて僻の中に投入し、僻への絶句坂俵

に立って新たな生を獲得するのである。自己を直接に

肯定する所の向上への道は有限の自己を以て、無限の

根本無明を克服しようとするのであるからそれは無限

の時間を嬰する恥なる0即ち葦賢＝鮒という式
で表わされ「五十六億七千万、酌勤菩薩はとしをへん」

（正確末和讃）と親鸞が云った拝に嘲鞄の大聖を以てし

ても悟りを得るには無限の修業が必要なのである。之

に反して自己の根本無明を自覚し一切の我執を否定し

た事の場所に於て、両も「信楽を捲得することは如来

理研の炉心自り党載す」（数行信託信巻序）と自己の

能信の作用すらも否定し嘉して絶対者の光明に遭遇播

坂せられて、否定の否定即ち、絶対否定的祷楔に依っ

て、悟りの世界への肯定的向上を併凡一体にて行ずる

立場ほ、無限の光明に依る無限の無明の克服であるか

らして昔㌻＝不定という式になって「まことの信心
うる八は、このたびさとりをひらくなり」（正像末和

讃）と即今即時にでも障りの世界に入る車が出来るの

である。

それではこの榛にして絶対者の光明に遇う車は細何

にしてて可能であろうか。深めてか、求めないでも輿

えられるのか．偶然にか、必然かという問題が填るであ

ろう。然しこゝでひるがえって考えて見るならば、吾

々が根本無明に目ざめ、如何とも出来ない絶望の深淵

に顧落する轟は、既にそこに目ぎめしめる絶対者即ち

俳の光明が射し初めている嶺を意味するものではある

まいか。丁度眠っている者が目ざめるには外からの呼

びかけが必要である夙こ、無明を自覚する車は無明に

酔わない者の呼びかけがあるのではあるまいか○親密

が「我亦在彼塙眼中、煩悩障眠錐不見、大悲無性常照

我」（行巻正信備）という様に絶対者の如意の光明、慈

悲の呼声は、あく車なく青々を照らし吾々に呼びかけ

ているのであろう。唯煩悩の裏にさえぎられて見る車

もかなわず聞く車も出来なかったのであろう。である

から「このひかりの執こあぶ衆生、やうやく無明の昏
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闇うすくなりて、宿善のたねきざす時」（執持抄）まさ

しく伸の光明を仰ぐ車が出発るのである。そしで一度

びこの掛こして俳の光明を仰ぐと「暗弘菅の強線多生

にも値（マウアヒ）ひ難く、眞実の浮信億劫にも獲難

し、たまたま行信を獲ば遠く宿線を慶べ」（数行信証

序）と偶然を慶喜しながら両もそれが一方単なる偶然

ではなくて過去の宿線にもようされで始めて可能であ

った皐を知るのである。檀（モウアサ）うという轟は

常に会っているものを今更乍ら認識しなおす事であ

る。‾J慢毎日出会い乍ら知らずに行き過ぎていた人が

実庸眉分の求める人に外ならなかった事を気付く様に

俳の光に健うというのは今更乍らその光明を認識する

苺であり、従ってそれは同時にその光明へ束托すると

いう決断を伴うものである。「併木棺力を観ずるに遇

（マウアフ）ふてさしく過ぐる老無し」（数行信証信篭1

といっている執こ眞の過ちはそれへの決断を必然白知こ

迫るものである。否それへと決断しなければならない

桜な原理がその本願に含まれている事を自覚させられ

るのが遇うという事である。この様な決断を予想しな

い様な単なる遭遇は「とりて信じたてまつらんも、ま

たすでんとも両々の跡まからひなり」（封異抄）と云っ

ている隊に、その坂槍は自由であって眞の遇うとは云

えないものである。

それではこの様な決断はさきに透過を書び光明を認

識するといったが非常に安易に行われるものかといえ

ばそうではない。何故ならば決断の対象になるものが

不可知不可思議のものであるからである0即ち予め決

断すべき対象が認識されるか、又は証明されてそれへ

自らを委託するのではなくて、「法性法身とまうすは

いろもなしかたちもましまさず。しかかればこゝろも

およばずことばもたえたり」（唯信抄文意）と云って

いる軌こ見る轟も開く郭も出水ない即ち吾々の認識能

力を超えた絶句者への坂依信覇である0対象が認激さ

れて利己的判断に藁いてその対象へ自らを委譲するの

で結なく、「いづれの行もをよぴがたき身なり」（教具

抄）と自己の行の限界性、自力の絶欄勺無効を知り丑

して、見えざるもの、知られざるものへ「念併はまこ

とに淳土にむまるるたねにてやはべるらん、また地獄

におらべき巽にてやはべるらん、紘じてもて存知せざ

るなり」（会上）と利己的邦薪を追越し自己の一切を解

して「行卦のよからんとも、あしからんともおもはず」

ぼ鞄末和讃末文）委せ切るのである。知って委せる

のではなく要せて知るのである。であるからこそ自己

の絶句否定に依る無の場所でなければならないのであ

る。そしてこの委せて知るという串は実は要せる（即

ち信ずる）という作用（ノエシス）と信せられるもの

（′エマ）との一体性を意味しているのである○即ち
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絶対者の存在を証明するもの、エ信心そのものに外なら

ず、両もその信心は実詫絶対者の賜ものであるのであ

る0之が所謂機法∵体である。親酪1敏行信託行巻に

南無河禰陀僻の六宇田こついての善導の文を釈して雨

軌ま坂命であるがこの臥命は軌こ機の駁命を意味する

ものではく、同時に法の帰命（召喚の勅命）を意味す

ると説いているが之は要するにノエマである法とノエ

シスである機との一体性を述べているのである。

第2節　鴇十八醇への時人（宗敬体槍の自省）

I　第十八駈挿入の心理的孝轟

前章に邁べた掛こ親癒え義和元年9才にして出家

L、爾来2二軍億叡山に於てひたすら悟りの迄へと血の

にじむ様な修業をしたのであるが、その結果は「自力

聖道の苦塩心，こゝろもことばもおよばれず、常投流

韓の凡愚．ま、いかでか発砲せしむべき」t正傑末和潮

といっている様に定善、敬善の自力修業を以てしては

細打にしても根本無明を断ち切る尋が出粟ない轟を知

って、路に29才にして山を下り害水の碓坊に法然を訪

れて、そこで自己の絶対否定を介して俳の大光明の中

に構坂せられ、鼠に典型的な入信の過程がおわったの

である0之を彼は敢行信証化巻に「然るに品禿沢の越l

建仁辛酉暦、難行を棄てて本願に蔽す」と逮べ又「喧

劫多生のあひだにも、出慨の強練tらざりき、本師源

さいまさず注、このたび姦しくすぎなまし」（高僧和

讃）と感激しているのである。

この様にして法然の下にあって彼の宗教体験詫一應

その究極に達したかの様に見えるが、併し柩にそこに

とどまり得なかった劃ま後に敢行信証に三厩韓人の体

諭を賽の様に超べている尋でもわかる0即ち「久しく万

行諸費之仮門を出で永く双樹林下之住生を轢る。善本

徳本の眞門に国人して備えに賂思往生之心を発しき。

然るに今時（マサ）に方便の眞門を出でて濃鯛の軒店

に韓入せり」（化巻）。即ち一鷹は建仁辛酉の時（法然

の門下になった時）傍の本矧こ坂入したと思ったのが

実はそうで；まなくて伸の二十陳（無象詩経に述べてあ

る法瀬菩薩の誓願であって十方衆生が諸絵本を植えて

至心に班向すれば障りが閃ける事を誓ったもの）への

廻人であった事が後に至って反省自覚され、そこで新

しい自覚の下に於て十八厩（十方衆生が至心に信ずれ

ば悟りが開ける事を誓ったもの）への時人が行われた

のが「今特に選択の願癌に韓入せり」と述べられている

のである0即ち悟ったと思ったのが実は悟り切れてお

らず軍に二十願に任迷していたという轟は眞の宗教体

険というものの本質が如何に捉え超いものであるかを

表しているわサで、吾々はこの間の機微を扱究する事

に依って宗教体喩の本質に迫る革が出水るのである。
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従って以下に於て双密が細何にして十八炉に韓入した

か、換言すれば宗教の眞ずいを把んだかを一は比較的

心哩的方面から、一，ま比較的論理的方面から疎㌘ニて見

ようと思う。

今宗教体験の形式を遭遇即決ふ（直軋融勺）→信相続

（反省的）とすれば、彼は法然の門下に参じた時の直

的泊勺狭軌こ依って間違いなく燐の本院蜘こ駁入したと思

っていたのが、後になって越後や南東に巡錫をたれ、

自ら侍導に従車する様になって数える事を契機にして

一層自分の信の内容が反省されるI〇至って、さきの決

断は輿は二十厩（念俳を廻向して悟る）への地人であ

って十分な信仰でiまなかった苺が自覚されたのであろ

う0従って自分の当面の意識では第十九限し定贅、散

葺に依る悟り）から第二十厩（念備に依る悟り）へ、

更にそれから第十八軒（信仰のみに依る悟り）へと三

段の韓国をしたのではなくて、第十九厭の定葺、散義

が全く不可能な事を知って、一班の文化道徳を否定し

た臥絶対墨の場所に於で第十八陳が直接に顧現する

のであって、この意味で注第十九願から第十八厩へ世

人する筈である。併しこの様に十九餌から直接に十八

臥こ担大した場合は実は徹底的な内省を欠いたまゝの

姿で信相続が行われ、そこに形式化された文は概念化

された倍相続の形が行われて廃るのである。斯る形式

化され概念化された本願を後生大事に固執している恵

が化土往生の機に外ならない。「警厩不思議をうたが

ひて、卸名を称する往生は、告殿のうちに五百才、む

なしくすぐとぞときたまふ」（浄土和薄）といっている

のは積極的に傍の本炉を疑うという意味ではなく、自

らの信を徹底的に推究しないが故に治掛軸こ俳の大信

に徹し得ない着のことであろう。云＼換えれば俳の本

厨に遭遇した場合「開業名号信心歓葺」（無量語経）と

閑却信にとならないで「聞我名号、係念我国、植諸棟

木」（二十隈）と、開く車が単に講徳本を植える因縁と

なったにすぎない者の事である。勿論この場合でも信

を否定するので譲なく称名はそれの功徳を信じてのも

のであり、その限り信に裏づけられたものであり、信

は行と並んで悟りへの二大要菜ではあるが併し短く二

元性に立つ限りそれは結局信不具足である。一法然は

「捏磐の城には信を以て能人と膚す」く選折菓）とし乍

らも猶且つ「往生之業．念彿須木」（仝上）と念俳を捨て

切れず緒局二元性に立たざるを得なかった－。この陳

に信不具足の自巳を発見した時「久遠劫よりいまゝで

流輯せる苦悩の旧融ますでがたく」（歎袈抄）と欺き又

「大信心海は甚だ以て入り灘し悌カより発揮するが故

に」（数行信証化巻）と告白している薩に傍のカである

が故に却って執拗な抵抗を起してそれに徹し難くする

ところの無狼の過去よりまYニわりついて部fLない自力
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執心に泣かざるを得ない時、そして文自らの信生活の

深い内宵に於てこの様な自力執心を否定し－形式化さ

れた信を耽して帰から押向された眞信に廻入する曙こ

そ一方に於て今までの自分を二十隙の機におとし乍ら

他方に於て今の自己をして十八闇に浮ひあがらせるの

である。之が即ち「定散自力の称名は、奥蓬のちかひ

に帰してこそ、おしへざれども自然に眞知の門に韓入

する」（浮土和讃）と果蓬の撃の成就した時であり三照

蹄人が完成した時に外ならない。

前に喝べた按に現撃も初めて法然門下に参じた曙は

開法の啓苦に幻惑されて自分が果して二十炉の機か十

八輝の機か反省する事もなかったであろうが併し自分

の信の心相に対する深く銃い省察が徐々に現われはじ

め、教国内の他の弟子達が形式什され暦念化された信

を後生天啓に守っていて、眞畢唯信に帰し得なかった

革に飽き足らなくなったであろう苛は、信行両膵の分

別（御博抄笥六町奉唱）や信心一異の論等（敢現抄及

げ蜘博抄第七尊奉唱）を見ても牢せられるが併し、こ

の博捜枝幣な自己省察は師の法然や致圏の人々と別れ

て、独り北国へ配韓の身となった時一層深部な襲とな

って現れた事であろう。即ち漠然門下にあっては彼が

勢至菩薩の帯粟と仰ぐ師醇然の人格的感化や散開の歓

貫にみちた雰胃菊の中にあって、独り静かに日分の信

鍵箱の内容を印喝する都ま小かつたであろうが、この

際七環軒から閉れて越後にお尋、むいてからは、畔頼り

になり電自己に精神的な輝を囲えて奥かるものは僻の

光tl外にほなかったのであるから、いきおい本際の青

野さを思うにつけて自らの信仰の眞梢に畢い省察の目

をむけずにはおられなかったであろう。叉伊然門下に

あった畔は自分は弟子の一人として師の浄えを開き自

分で信ずるだけであったが、北が酢韓の身となっては

繹栗の弟子の紋胃が一晒して日ら他の群萌を愕せんが

賃、所謂自信数人信の立場になり人に数えて信じさせ

んが乍割こほ革質必然l廟こ自らの信心を汚く反省させら

れた事であろう。この繹な予潜に支寸して要撃きを輿

えるものは口侍抄の中の事の文である「攣聖人東国に

脚終咽のとき御凧累とて三日三夜ひきかつきて水渠不

通しましますことありき。中略。…三箇日とまふすとき

掛、まはさてあらんとおはせごとありで御裡幣卸苧喝

もとのごとし。そのとき吉信の御房たづねまふされて

いはく、御風気とて両三日肺葉のところに、いまはさ

てあらんとおはせごとあることなにごとぞやと。聖人

しめしましましてのたまはく、われこの三箇軍のあひ

だ繹士の三部経をよむことをこたらず、おなじくぼ千

部よまぼやとおもひてこれをほじむるところにまたお

もふやう、自信数人信華中鴨受難とみえたれば、みづ

からも信じ、ひとをおしへても信せしむるほかはなに
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のつとめかあらんに、この三部経の部数をつむことわ

れながらもこゝろえられずとおもひて、このことをよ

くよく策じさだめん料にそのあひだはひきかつぎてふ

しぬ。つねのやまひにあらざるほどに、いまはさてあ

らんといひつるなりとおはせごとありき」（妻恵信尼が

弘長三軍二月十日末娘電信尾に輿えた手緋にも同じ車

がある。多分口侍抄の著者覚知が如信叉は常信用から

聞いたのであろう）之に伐って見ても唯信の立場に立

ちまさしく十八師に婦人したと思いこんでいた自己、

一切自力我執を否定していた筈の自己の何処かに猶且

つ三三部数を千部読もうとする自力回向への執着が残っ

ていた鴇は誰に驚くべき事であり、悲しむべき事であ

り、不可解な事であったにちがいない。その熟ここそ

三日三晩考え悩み、無限の過去からくっついて離れな

い我執の本態をつきとめんとしたのであろう。まこと

に「悲しき哉垢朝の凡愚、野際よりこのかた助正后．離

し定散心珊するが敗に、出離異動無し。自ら糀輯甑何

を度るに鎖醇劫を超過すれども併願力に帰し難く大信

海に入り射し」（敢行官話化巻）と敬かざるを得ないわ

けである。であるからこの軌こ無鞄の枢史をもつ我執

を絶つには、信仰盤靖の上に絶えず反省謂照を加えて

常に絶対者の光に訝しく遭遇し決断しなければならな

い。経って信相続ということも決前の連憲に舛ならな

いのである。「無上妙栗の成じ耶きにあらず眞寒の信楽

実に獲ること班し11（数行信証信巻）といっている按に

眞の信仰が如何に難しいかかわかると共に、罪密の三三

際鴨人も、その宗教的体験の過程を調べて見る時、し

かく簡単なものではない事がうなずかれるのである。

∬　第十八郎挿入の論理的考察

買上は渾鷲の三三願晒人が彼自らの洋い内省、自己省

察に依って行われた規程を見たのであるが、以下論理

的にこの過程を考察して見たい。立で論理的にという

のは彼が遠く寵圏に端を発し近く法然相承の侍税的、

浄土数学に句して御底的に批判を加える劃こ抗って経

に師法然を超出し自らの三園鴇人を全からしめた過程

を指すのである。いうまでもなく彼の宗教体験に於て

はこの両過程が別々のものでなく融合されたものであ

り、こゝで二つに分ける塾は分析的考察上の便宜であ

る。

法然：まさきにも一寸述べた榛に信と行との二元性に

立ち、「詮ずるところ此念伊は決定往生の行なりと信

をとり亀れば自然に三心は興足して往生する」く諸人勧

化の御詞）といっている掛こ念俳の功徳を信じての行

ではあるけれども、「歩留が眞葵の信心は必ず名号を

具す。名号は必ずしも炉力の信心を具せざるなり」（数

行信託信巻）と信心一本槍で行っているのと根本的な

相違がある。そこで親鸞はこの様な侍東の散華に於す
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る二元性を解決する緒に、従って文この二元性をあら

しめる所の観小二経の革在理由を徹底的に究明せ有が

欝に、大怪現任に於ける三心、軸佗経忙於ける一心を

解剖推究して之を眞美信の一心に駁し、更に叉念悌行

をも碍して、絶対唯心の繹∃二教学を建立し、両もその立

場から従来廃せられていた所の十九願、二十園にも隠

顕の葛を見出す者に依って、唯単に無用のものとして

ではなく絶対唯心の十八開への鴨入過程に於て必須の

ものとして雨間の意苛と偵値とを見出したのである。

そしてこの様な理論的推兜の端緒をなしたのが三心

駅である。三三心駅とは畢導がその著「散善琶」に於で観

経の三心即ち至誠心、喪心、回向発願心について駅を

施したものであるが、之に依れば「一は至諷心。至は

眞なり、訊ま実なり、一切衆生身口意業の所修の解行

必ず頃らく眞実心中に作すべきを明さんと欲す。外に

賢喜精進之相を現はし内に虚仮を懐くを得ず。以下略」

と夫々この三心の意味を説明した最後に「庇三心を具

せば必ず生を得る也。若し一心をもかくときは即ち生

を得ず」と堪べている。ところがこの三三心駅をよく見

るとそこには契は樺と法との大きな矛盾が含まれてい

るのである。というのは散華挙に依れば探心とは深信

であってそれは党づ吾々が自らの罪悪撫詔にして恥部

の緯なき串を信ずるのであるが之は凡夫に眞契心が絶

竜寸に存しない寒を意味している。ところがこの固一人

が至誠心に頂寸してほ一切の行を須く眞契心中でなさね

ばならず外に質素の相を見せて内に廟仮を懐く郵ま許

されない。又同隈に回向発顧心に於ても必ず須く眞等

心中に回向しなければならない。かくて機の深信に徹

すれば至誠心阿向発掛心は虚偽のものになり、後者に

徹すれば前者は不可能になる。両も昇導に依ればこの

二心は全部具足しなければならないのである。この予

盾ほどうして解決されるか。自ら十窓の珪然房愚痴の

法然房と自覚し乍らヰ猶自身の執こ徹底的反省を加え

得なかった過淀期の法然にあっては、この予盾が看過

されたのもやむを得なかったが、自らの信に鋭い省察

を加えた現鷲に於てほこの様な末法の群萌が果して救

われるかどうかを決する軍大なき臍をそのまゝ看過す

る事は出粟なかったであろう。彼がどうして之を解決

したかに疑問をもち乍ら吾々ほ次の三三心一心の開題に

移って行く。

この間題の端塙は犬種に至心＼信碧さ、欲生の三三心が詮

いてあるにも拘らず天事が繹土論に於て「我一心帰命

盈十方無習・光軸粟」と一心にしてしまった事に対する

疑問である。之について親鸞は「愚鈍の衆生解了易か

らしめんが雷に嘱陀加東二心を発したまふと錐も浬菜

の眞因且唯信心を以てす。是の故に論i二三を合して－

と簿せるか」（数行信証倍巻）と壇に三三心が唯一信心に
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帰すべき巷を暗示しつゝ猶ついでこの三三心の字訓を詳

しく考察した後「今三字の字訓を按ずるに眞実の心に

して虚仮群ること無し、正直の心にして邪偽僻ること

無し。眞に知亀髪葦問郡無きが散に是を信楽と名く。

信楽は即是一心也一心は即是眞実信心なり、この故に

論剖まじめに一心と云へる也」（仝上）として三三心共に

疑蓋無雅なるが故に信柴の唯一心に阪せしめている。

併し害々はこゝでも疑間をもたざるを得ない。軌ち無

始以東煩悩の朕海に流持して袈た吾々凡夫がどうして

この拶な鼻苫無雑の眞契眞栗を得る事が出爽るか。さ

きに機と法との矛盾に於て直画した沌題がこゝでも依

然として生ずるのである。

そこで親鸞はこの間題に答えて「無始よりこのかた

一切群生海、無明執こ流韓し諸有輪に沈迷し、衆苦輪

に緊縛せられて清浄の信欒無し法爾として眞実の宿欒

無し」（仝上）と吾々凡夫に斯る眞実信磐のある筈がな

いことを述べ、この様な眞実信欒注実は機のものでは

なくて全く法のものであり覚者である彿そのものの信

聖に外ならない功を論じて「信欒とは別是如来の満足

大悲円融無号の信心毎なり。この故に貯竃蘭雅あるこ

と無し＼散に信楽と名く、即ち利他回向之至心を以て信

楽の体と璃す也」（仝上）即ち価が自らの信栗を衆生に

回向した（輿えた）のであるからこそ疑苦熱僻であり

眞寒であり得たのである。この執こ利他回向の立場に

立ってあらためて眺めて見るとさきの至心も欲生もこ

とごとく皆絶対眞努の如衆より興えられたものである

から疑慧無味であり、文その故lこ天測のいう一心にも

なるのである。即ち「三心己に疑苦群ること無し、故

に眞実の一心なり是を金剛の眞心と名く、金剛の眞心

是を眞実の信心と名く」（仝上）と結論づけている様に

如来回向の眞実情心に帰一するのである。そして「眞

実の信心は必ず名号を具す」（仝上）と信行二元の支寸立

を超え一切を眞実信心を以て構する彼の絶対唯心の立

場が威光するのである。

そして叉この様な回向唯信の立場に立って始めてさ

きの三心釈に於ける機と法との予盾を解決する率が出

来たのである。即ちその方底は彼の著作で方々に見ら

れる按に之等の先人の文章を全く自分のものにして、

自分の立場から改めて読み直すのである。さきの三心

駅の中に至誠心については彼は次の首に読み直してい

る「一切衆生の身口意業の研修の解行必ず眞婆心の中

に作したまへるを須くそチ）いることを明さむと欲jl。

外に賢菜精進の相を現ずる等を得ざれ、内に虚仮を懐

けばなり」（仝上）。この桜に読むときは至誠心は全く虚

仮不実の機のものではなくなり従って樺の深心と矛盾

しないのみでなく却って機の無心も吾々が信ずるので

なく俳より輿えられた信心となってこゝに樫と法との
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矛盾は全く解決されるのである。以上に依り大経の三

心も理経の三三心も共に伸より回施されたものであり躍

って唯一情に臥する頚がわかるのであるが、この事は

閉経、小経に鮎彰雇啓の義を見る射こ依って－暦筋か

になるのである。両もこれは従来賢せられていた十九

願二十炉に、改めて絶句唯信の立場から正しい位置と

意味を興える車にもなるのでこの点について更に彼の

詭蓮を調べて見よう。

この論究の端緒になったものも矢張りさきの二心沢

であって、その中の至誠心の項に於ける自利利他の眞

実である。そもそもこの語沃天親の浄土論に出て爽る

のであるが曇魚が探くその意をくんで利他を鮎力の意

味に解してしまった施史的の語である。軌ち俳の方か

ら云えば利他であり衆生の方から云えば地利であると

して浄土論に地利と書かないで利他と書いてあるのは

衆生に於ける軒Cはなくて、脚こ於ける事であるとし

て、その前に出ている五念門の医業をその当絆は衆生

であるにもかゝわらず、この利他の一言で以て全く顧

倒してしまって、その馬に衆生の救わるべき大行が全

く鮎カ：伽こ体に放って完成されたのであるとしてい

る。親密もこの意を承けついで自利利他を自力他力の

意味に解し、この立塩から薫導の机を心読し、そこで

融小二経に所謂戦影磨密の義を見出したのである。巳ロ

ち「駅家之恵に依って無量語伸紅綬を按ずれば敵影隠

軒の義有り、鮎と云ふほ軌定散諸巻を顧し三輩三心を

開く。．然るに二着三肺は義士の眞因に非ず、謡機の三心

は自利各別にして利他の一心に非ず、如来の異の方蚊、

欣義輝土の菜棍なり、是は政の経之意なり廊是輔の義

也。彩といふは如梨の弘願を彩し利他通人の一心を演

暢す」（数行后証化巻）と遁べ丈′j、窪に於ても両様で韻

の立場では自利の行を励ましているが彰の立場からは

知号の大詰海に収入させんとしているとして「小本に

は一心と云へり。中略。倶一心に就て決有り投首年次

は利他眞菜之心是也」（仝上）といっている。この諒に

して説経小短共に期の立場（表面だけを見る）に立つ

限り、その勧めている所詫自利各別の心であって、大

経に期わされる利他信楽の一心に対して全く低次な、

無煩倍なものとなるであろ　が彰指幣の立場（溌くか

くされた意味を見る）に立つ時は用小二経共に利他一

心を表し「三三経の天網顧彰隠密之茸有りと路も信心を

彰して能人と焉す」（仝上）といっている掛こ三経悉く

唯一信を意味する鄭こなって絶対唯信の教学が元成す

ると共に、斯く用小二経の深義を開期する鄭こ依って

両経の眞の目的が犬経の唯一信へ導く事にある事が明

かになり、従って叉十九慣二十棺が十八酷に鴇入せら

れるべき必．棄性をもつ轟となり、こゝに両経両厩に正

しい位置づけが輿えられる翻こなるのである。以上要

するに誼小二経の三心及び一心並に犬経の三心とも唯

一信となり雨もこの唯一信は衆生の主観的なものでな

く絶対者より回施された普遍的のものであり、十九、

二十両隈も結局はこの唯一信へ駈入すべき論理帥必然

性をもつものとして、紋の三虹鱒人の論哩的展開が完

了するのである〇

第3昏　置　果（宗教の世界）

】選果の二重性

今までのところでは私持説瞳が絶神色信の立場に至

り得た過程を究めて来たのであるが、最箆に残る勒題

は斯くして到達し持た鼻地（証果）が舶可なるもので

あるかを調べるのでなければ彼の宗教郁恵の展開に対

する論究が読了しない容になる。さきにも遠べべた転

にそれは法と－細になった絶対我の境地であり、地上

の一別の相親と有限とを絶した立場であり、その限

り「勉の井も要にあらず感をもおそるべからす」（教

具抄）と相対的喜恵を超越し、要人正機でもなければ

英人正確でもない全く一切の対丸を止揚した光風せい

月、没我の境地であろう（「宗教的意識に於ては吾々

は心身脱落して絶対無の意識に合一するのである0そ

こには眞もなければ鰯もなく善もなければ盛もない」

一般嘉の自覚的体系229貢）。普遍と特殊、絶対と相

対、法と機との刹立は全くその志－∴三を失って無限者と

有限着＼体と衆生との共同、唯彿興僻の法界であろう。

それ正一功の愛惜を超出し白菜純血を閂晶其這せる寂

静離比の捏楽である筈である。宗教日収の極致は一両

この掠な崇高な精1i－li生活に入るのであるが併し他面膏

々が経L的自我にとどまる裸有ま夫張　南新の抜身で

あり煩悩具足の身である郵こ変り心’よい。不壷焼悩轄

淫輿と親巌が云う板に宗教生活は一回捏巣の世界にあ

り乍らも猶現在の経甑的自我にとどまる慮り湿害婆と全

く一致出魂ないて完全な悟りを末束に望む射こなり、

地価有満の抜身であり乍らも面も猶淫楽の境地にあっ

て三界の紫縛から鑑に脱して正定東の巌に入るのであ

る。浄土の眞責信心の人はこの身こそあさましき不浄

造要の身なれども、心はすでに如来とひとしければ如

衆とひとしとまふすこともあるべLJ（末燈抄）といっ

ている様にそれは不ふ煩悩とはいうものの、一提自己

の一軌を杏足しました生き方、自己の死を媒介にして

僻と一始の生き方である依り、何等の否定的姓介のな

い文化的生とは異っている筈である。「天におどり地に

おどるほどによろこぶべきことをよろこばねにていよ

いよ経塵認一定とおもひたまふべきなり」機具抄）と

いい更に進んで「輌施歓喜のこころもあり、いそぎ浄

土へもまいりたくさふらほんには煩悩のなきやらんと

あやしくきふらひなましl（会上）と逸べている醇に緩
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胎的自我に董く根本無明をありのままに認めて両もそ

れを絶対者への否定奥確とする常に新しい決断坦人を

もたらす倍相流の世界である。従ってこの根本無明が

絶滅した曙、換言すればその慣元である有満の抜身が

無くなつと時一始めて無漏寂静の世界が得られるわけ

であるっこゝに渾土往生の思想が現れるのであるが、と

にかくこの樽に完全無満の世界に必ず入るべく決定し

た者が号ロち正憲翳不退碑、必至減控の機であり必得往

生の機である。そして文末粟にこの様な完全な某を必

ず得るところの必碍拝生は同時に現在に於てほ、かか

る正憲栗の鞄に入った者であり、法界組執こ班に世人

された印得往生の鞠こ外ならない。「経には邸得と云

へり釈には必竃と言へ。即の言は願力を開くに由っ

て報土の1罠閤決定する曙剋の極促を光関する也。必の

言は金剛心境就之貌也」（敢行信託行巻）といっている

按に瑚礪輝度は朝今即時に不l肯傾悩得渾嚢の誰某であ

り、必牢往生は棄粟に完全な前煩悩轄浬巣の証異を期

する堵坤である。換言すれば未来に於で輿えられるべ

き完全な証聖即ち碍往生、至滅博を現在暦努的に見る

とき必聖徒生、必至こl環怪となり、現在軸こ視た託梨を鞘

野竹に邑た町都督往生、入IE定緊となるのである。即

ち即碍往生ほ隼町境に依って宍道とド絹し乍ら而亡不

拓煩悩を買て渾土とし、l絶せざるキ得ない速算期悟埠，

悟卑郎撲埠の滞指をまつものであ膏この不▼一′ト煩悩が：五

煩明になる特が珊ナノ必得往生が悍往生となる時でであ

り之が渾七の世埠に外ならない。そして詳報がこの輝

に二軍性を度、，レつという剖ほ同唱に叉死の性格としての

二苛性をも意味する。即ち一ほ今世に於る経顆的時間

的自我を耳、ち乍打而む訳す無明の滅する時であり、他

はこの程翻撃背的自我が博し一切の肉体的翼纏から

輝宜絹睾音全ヤ漠身となり樗ろ時である。そしてこの

節一の苔Eから第二の死までの間、換言すれば部得往生

の世撃は、一ナ：ド死した自我が絶対者の光を背負い一

切衆生終怪の悲師を1、Iて琶衆してくる世舞であって、

之が即ナノ宗教道徳に夕lならないのであるからこゝに吾

々の攻の研究課題が生ずるのである。

】［邸鍔往生－－宗教連徳

入間の日竹’内生、文化的生が寒するに自己実現であ

わ、たとえ遺醇が自己撃現の矛盾を自覚しての自己否

定であっても、そ頼ま癖自己の一部冊耶糊否定であ

って完全否定を意味するもので紅い執ま甑に遽べた。

即ちそこで：£少くとも否定する自己は竃足されている

のであり、その限り吾是は依然として農本我の地健に

於て虜されているのである。ところが宗教では一切の

能否定の作用をJ放要し、心身脱落の無の場所に於て

鮭否定の自己をも含めた全体可能の自己の絶対否定で

あり、従って宗教と道徳とが次元を異にするものであ
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る軋まさきに逸べた。それで注宗教はどんなにしても

道徳酌にはなり得ないものであろうか。「聾も要にあら

ず感をもおそるべからす」「落人もとも往生の正因な

り」（歎異抄）といっている按にどんなに反道徳酌に振

舞ってもよいものであろうか。

然しこゝで執って考えて見るならば証共助ち捏奥は

もしそれが寂滅璃栗におわるならば、換言すれば絶対

者による碍坂の法悦の中に閉じこもってしまって一切

の能会活動を拒否してしまうならば、猶そこには我執

が残っていると云わなければならないであろう。自己

の安心立命、自らの法悦に馬欒する限りそれは矢張り

我愛の上に立つというべきであろう。眞軍の捏磐ほと

りもなをさず不住捏饗であるべきで、この桜なき我的

矯饗をすて、一切群萌の中に還来して、十方環生が成僻

するまでは自ら正茸を取らないと誓った伸の悲顆に参

ずる事即ち「菅賢の哲を修する」（高恰和縛）尋でなけ

ればならない0これこそ「隈作帰心の心はこれ、琵衆

生のこころなり」（仝上）という清書得心の極貯ごあり

叉竃相野的はしての第二十二の阿意でもあり「嬰欒博

士にいたるひと、五濁悪世にかへりては、釈迦牢尾伸

のごとくにて、翠益衆生はぎはもなし」（渾土和讃）と

詠んた意味でもあろう。思うにこの竃棺回向というの

は必ずしも一度渾土に拝生した後に軒迦の如く彿陀と

なのってこの世界に還爽し、衆生を化する頚を意味す

るのではなくて、一切の常勤詑でもが一隻び眞睾信を

得て部唱拝生して後先ず有線を控する鄭こ夕たら恥で

あろう。そしてこの様な現軍的意味に於け郡珊胆胸

が完成する時こそ無限の慈悲を椙叛とする宗教置樽が

確立するのであり、それは一切の文化道徳を台だせる

ものがその絶句芦屋的輯換に於て、絶対者の悲腎に項

托して罠乗する棺にタ丁ならない。この環にして宗教遺

徳の第一の性棒が絶1寸の善悲である頚が明かにたるの

である。それはェロが明日酢寸的晩相愛で骨なく、暁

樽ある者ヰ飢熔サき薪寸滑川、味方ヰ平等に愛する封書

別絶1寸の愛である。「念体を衝こゝろにいれてつねにま

ぶして、念彿そしらんひと7ヾと、この世のもの世まで

のことをいのりあほせたまふべくさふらふ」し衝担息

集）と述べ、「信順を因と零し、覿語を路と解し＿L（数行

信認什巻）といっている梓に蛋幣を越えて一坑の群生

海を度せんとする尋、のである。

三知こ第二の性格は瓢魁言項’徳である。「如東大悲の恩

徳昔、身を柳こして車、裁ずべし、師手礼讃の威徳も、

はねをくだきても瑞ずべし」（正伸末和露）といって

いる横に自らの雷に対する自覚が深けかば潔い程、救

われている事に対する感謝が浮くなる竿である。そし

てこの惑乱よ文化的生脚こ於サるそれと輿って自己の

絶1漕定を媒介としたものであるから徹底的であり、
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ただ軍に当該対象に限られないで社会の凡ゆる人々否

生物、更には一切の無生物にまで及ぶのである。軌ち

存在する一軌のものが苛々無益に関聯し結局庸自己を

あらしめているからである。11血ractiunの極限であ

る。思うにさきの宗教的慈悲とは自らを無限大にする

車に依って一切の信順旨至諌をも塙するところの絶対愛

であり、宗教的報謝とは自らを無膿小にする轟に伐る

一切の有情無情に対する絶対の感謝を意味するもので

あろう。

そして以上の椋な報謝生活は現輿の自己を絶対教の

光に晴らして見る鄭こ依り、益々その根本無明の自覚

を深刻にし、久遠劫粟の患業に対する怖悦（己れには

じ人にほじる）を一層功実にしてこゝに宗教邁絵の第

三の性格たる憾悔（悔い改める）が生ずるのである。

さきに一見反道徳的と思われるものとしてあげた「善

も執こあらず、窟をもおそるべからず」というのは文

化的生に於ける車窓に対する宗教の絶対性を説いたの

であって、一度び宗教の立場に担入して後絶対の慈悲

と絶対報謝とを以て再生の路を辿る者が進んで意を犯

してよい苫ほない。親密はこの道哩を「はじめて雌の

ちかひをきゝはじむるひとびとの、わが身のわろく、

こころのわろきをおもひしりて、この身のやうにては

なんぞ往生せんずると、いふひとにこそ煩悩具足した

る身なれば、わがこころの善感をばさたせずむかへた

まふぞとはまふしさふらへ。かくききてのち俳を信せ

んとおもふこころふかくなりぬるには。中略。もとも

こころのままにして盛事をもふるまひなんどせじとお

はしめしあ且せたまはばこそ、世をいとふしるLにて

もさふらはめ」（末燈妙）と述べている。それではこ

の様な宗教的憾海と文化的生に於ける前を悔い後を戒

める改心とは如何に異るであろうか。一云に憾悔注そ

れへの漸塊の徹底的絶対的でああるという点に特徴を

もつと云えるであろう。道徳的改心にあっては少くと

も斯く改心する自己、能改心の自己は肯定されている

のであるが宗教に於ては燐悔する自己をも否定し、憾

悔するのではなくて憾悔させられるのである。過去無

数功よりてんめんしているところの宿業1勺な要、進ん

で犯さなくとも膏猫の抜身なるが故に犯さざるを得な

い盛に充満している自己を自覚し、之に対する怖伐の

念を益々痛烈化して行くと共に、期る自覚断悦を通し

て治極的には自己の憩を衷小にとどめんとする止惑門

と．積極肋には絶対の慈悲を以て積極的に葺を濱さん

とする作壱門とは眞笑の宗教生活にとっては必然の事

であろう。愉悦に依る道徳の否定だけを知って絶対否

定部首定としての憤海の諾意貰作、諸壱奉行をしらな

いえせ宗教者に対して親鸞は「えひもさめやらぬさき

になをさけをすすめ、竃もきえやら亀に、いよいよ竃

をすすめんごとし。くすりあり竃をこのめとさふらふ

らんことはあるべくもさふらはず」（仝上）と戒め、更

に進んでは心に委せて若菜を茸ねるのは、自らの根本

無明の自覚が足らない証拠であり、自己の絶対否定が

現われない車を示すものであって、眞実の宗教体蛎に

入った者ではないとして「めでたき体の御ちかひのあ

ればとて、わざとすまじきことどもをもし、おもふま

じきことどもをもおもひなどせんは、よくよくこの世

のいとはしからず身のわろきことをおもひられ抱にて

さふらへば、念伸にこころざLもなく、体の蜘ちかひ

にもこころざしのおはしまさ抱にてさふらへば、念併

せさせたまふともその釣こころざLにては順次の往生

もかたくやさふらふべかちん」（仝上）といっている。

そして以上の該な愉快を媒介とした憾髄の生活に於て

こそさきの悪人正機の怠味も明かになるのである。「他

力をたのみたてまつる恩人もとも往生の正因なり」l獣

異抄）といっている掛こ淳土の正峯である若人はl他力

をたのみたてまつる窓人に外ならずこの様な他力をた

のむ要人というのは、自己の根本悪を痛切に自覚した

ものであって換言すれば艮心の最も鋭いものであり、

拉説の様ではあるが普通の意味に於て最も聾人である

貨である。たとえ過去には患人であっても他力唯心に

敏するに至って自ら椒本無明の自覚を爽機として我性

を絶対に査定Lで憾悔の生活に入った巻人である。

以上に依り軸程往生としての宗教道徳の性格を見て

兆たのであるがそれの文化道徳との相違は一言にその

絶対性にあるといえるであろう。軌ち繰返し通べた様

に文化道徳が部分的自己む定であるに対し宗教道徳は

自己の絶対否定に依ってその究極の椒頂を絶対者にお

くものである。併しこの藤な宗教道徳もそれが現実に

萌現する場合には矢張り時間室間の親定を受けざるを

得ない事浩明かであるから、外部からその表面の相だ

けを見ては宗教道徳も文化道臆も同一に見えるかも知

れない。例えば絶対の慈悲も相対の愛もその表現され

た行詰だけを見ては区別がつかないかも知れない。併

し内部に立ち至って眞相を見究める時まそこに超える

串の出来ない断絶があるのである。馳ち遺徳の立場を

いくら究めても結局宗教にはなり得ない所以である。

両もこの様な絶対の立場に立つ宗教道徳はさきにも述

べた様に行儀の対象をも無限に拡大して行くのであ

る。例えば慈悲の対象となるものは自己に信服する者

に限らず夏詩をなす者をも包構し、報謝の対象となる

もの注絶対者だけでなく一切の有情から一切の無情に

至るまで森碗万象が悉く対象となる。この輝にして文

化道徳ま宗教道蝕を限定して次元を小さくしたものだ

という事が出来るであろう0例えば宗教徳道を二次元

の両に比すれば文化道徳は一次元の線に比する串が出
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爽るであろう。線をいくつ寄せ笑めても両にはならな

い様に文化道徳をどんなに究めても宗教遺飴にはなら

ない。併し繰：ま面の上で初めて現れ得る株に罠の文化

道徳諸宗教道徳の基礎の上に初戦て可能である。「若し

講併菩薩世間出世視の香道を説いて衆生を教化するひ

とましまさずば宣仁昔礼智信有ることを知らんや。是

の如き世間の一助の壱法皆劫じ、出世間の一切蟹聖皆

減しなん。汝ただ玉造罪の軍たることを知年五逆罪の

正接無きより生ずることを知らず」（数行信証信巻）と

一也善の源を正法においている所以である。（孫にこ

の論文の必窯の順序として必得往生軸ち淳土の性格を

述べなければならないのであるが紙面の都合で割愛す

る）

第4節　結　　　論

現代の日本の悲劇は近世の欠如にあると云われる。

即ち明治の改革が未だ不徹底におわった緒果、日本社

会は近世に於ける我の自覚を通す車なくして封建的社

会から一躍現代社会に移行したのである。従って教育

に於ける理想的人間像は封建社会の随順的人間からい

きなり自由奔放な悪意的人間に飛躍してしまった。エ

レ∵／・ケイの所謂「子供の世紀．が二十世紀の後牛にな

ってから始めておとずれたのである。そこには我の自

覚を媒介にして自らを抑制する努力は存しない。併し

人間の発見、個人の発見は、感性的人間の発見から理

性的人間の発見へ慈意的反社会臥個人の発見から社会

的個人の発見へ発展しなければならない。この後の輝

な意味に於ける自覚的人間は今日吾々の人乳形成の理

念に欠く轟の出爽ない要素である。併し吾々はいっま

でもそこにとどまる車が出爽るであろうか。さきに述

べた良に現実の世界は単なる相互理解や善意だけでは

解決出来ない問題がある。何故ならば之等は何れも自

己の首足の地盤に立つからである0自己肯定に立つ限

り自我は究極には他我を喰いつくさんとする蓮命をも

っている。在って我の発見という事は自己肯定の上に

立って自我を古張する我であると共に、自己膏定の地

盤そのものを内省し、究明するものでなければならな

い。そしてこの内省的自我がその究極に於て絶対否定

的車専換をなすところに宗教的人間が生ずる。併しこの

絶対査定的特換はさきに親鸞の十入院時人で見た疎に

唯一回の回心だけで完成するものではない。そこには

不断の決断、不断の回人が必要である。そしてこの様

に不断の決断、国人が必要であるという尊は、逆に宗

教が文化道徳に絶対の断絶をもち乍らも潜且つそこに

は連続がある事を示すものであり、叉従って宗教的人

間への陶冶可籠性を顕しているものである。何故なら

ばもし宗教的回心がただ一回の天啓的回心であるなら

ば、それは天才だけの事になってしまうであろう。そ

こで詫不料子の努力は無意味であり従って教育の介入す

る余地はなくなってしまうであろう。そうではなくて

宗教的体験は人間が内省に内省をかさねた上に現われ

る韓操であり、両も無限の過去より贅督している根本

無明の断絶は一朝一夕で可能なものでない所に陶冶可

能性があるのである。そしてこの様な不断に絶対否定

を行う信相続に於てさきに述べた掠な性格をもつ宗教

道政に徹する人を宗教的人間というならば、吾々の人

間形成の理念は自己首足に立つ理性的並びに社会的自

覚人であると共に、逆に内省を契機とする自己否定に

立つ宗数人でなければならないであろう。そして世界

の文化進展に伴って人間そのものが理性的社会的にな

ればなる程、轟々その基盤として宗教的になる轟が要

請されるであろう。

註0引用した諸文は「眞宗聖教全書」から古として

探り、ただ「執持抄」「ロ侍抄」等は河西、蓮沼編「親

開上人全集」によった。「数行信讃」は横書きの関係上

「眞宗聖教全書」に依って書き下したがよみの難しい

漢字は板名に書きかえた。猪法然に関する引用ほ望月

隔「法然上人全集」に依った。




